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上下水道課の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

上下水道課長  土屋 新一   

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１．水道施設の整備（水道事業班） 

  町内給水区域の配老朽管向上のため、配水本管の整備を図ります。 

  ・下台地区において配水管（口径１５０ミリ延長１４０ｍ）の布設替え工事を実施

します。 

  ・東酒々井地区において配水管（口径１００ミリ延長４４０ｍ）の布設替え工事を 

  実施します。 

 

２、ミネラルウォーターの販売（水道事業班） 

  酒々井町の水道水のおいしさを再認識していただくため、「しすいの水」のＰＲ及び

災害備蓄用としてペットボトル水を製造します。 

・５００ｍℓペットボトル詰めミネラルウォーターを製造し、災害時に備え備蓄を行

うとともに、ハーブガーデン、ＪＡ酒々井直売所、ちびっこ天国、東関道酒々井パ

ーキング、大谷屋酒店、印旛沼漁協水産センター等において販売を行います。 

 

３、公共下水道の整備（下水道事業班） 

  ・平成 21 年度から整備を進めております本佐倉地区(経胤寺周辺)の区域について下

水道整備(口径２００ミリ汚水管、延長２０９ｍ)を引き続き行います。 

 

 

５ 
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・本地区の整備により、老朽管(石綿セメント管)の更新が

実施された。 

・設計の見直しが必要とされた。 

 

 

 

・ ５００ｍℓペットボトル詰めミネラルウォーターを 

２０，１６０本製造し、各商店等において、８，７３０

本の販売を行い、「しすいの水」の PR を実施した。 

また東日本大震災による被災地（浦安市及び福島県相馬

市）に対し、３，６００本を支援した。 

 

 

・地元調整に時間を要したことから、工事発注時期に遅れ

が生じた。 

達成度：H21.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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４、チャレンジ目標 

  (水道事業班) 

・ 町内各地点の水圧測定を行うとともに、塩ビ管等老朽管の漏水調査を実施し、水

道水の安定供給を目指す。 

 (下水道事業班) 

・馬橋地区の下水道整備に向けて、調査を実施します。 

 

 

３ 

 

 

５ 

 

 

・ 町内各地点の配水本管の水圧を測定し、水道水の安定

供給を目指した。 

 

・測量、土質調査、工事設計等を実施した。 

 


